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令和 7 年 1 月 20 日   

 

調 布 市 中 学 校学 校選 択 制 に 関 する アン ケ ー ト 調 査に 関す る 見 解  

 

帝京大 学 大 学院  教授  前島  正明   

 

標記の 件に ついて 下記の 通り 、報告 いたし ます 。  

 

記  

 

視 点 1  学 校選 択 制 は 支 持 さ れ てい るの か 。  

選択で きる 機会に ついて 「あっ た方 が良い 」と答 えた 割合は 、小・ 中

学校の 児童 生徒・ 保護者 、小 ・中学 校教員 のす べての 調査対 象者 で高い

値 （ 72 .0%～ 98 .7%）を示し 、選 択制に 対する 期待 が高く 、いずれ の値 も

前回平 成 29 年の 調査時 より 増加し ている 。実 際に選 択制を 利用 した中

学生の 98 .7%が「 あった 方は 良い」 と答え てい るのに 対し、 利用 しなか

った指 定校 在籍生 徒 も 83 .2%と高く 、友人 関係 や部活 動など に関 して自

分の意 思で 中学校 を選択 でき る機会 が保障 され ている という 安心 感を持

つこと がで き たと 考えら れる 。  

また、 中学 校教員 は 22 .9%増の 72 .0%と増 加が著 しく 、 その理 由と し

て （「 小 学 校での 友人 関係 を 断ち 切りた い児童 が救 われる 」「意 欲的 な生徒

が入学 して くる」 などを あげ 、選択 制が定 着し 、受け 入れる 中学 校側に

とって も実 施上の 課題よ り有 効性の 認識が 深ま ってい ること が 窺 える。  

「選択 制を 利用し て良か った か」の 設問に 対し、 実際 に選択 制 を 利用

して入 学し た中学 生 やそ の保 護者と もに肯 定的 な評価 が 8 割を超え 、否

定的な 回答 がなか ったこ とか ら 、実 際の学 校生 活の中 で選択 制 の 有効性

や恩恵 を実 感し、 選択制 を利 用した こと に 満足 してい ると言 える 。  

以上よ り、学 校選 択制 は すべ ての調 査対象 から 多くの 支持が 得ら れて

いると 言え る。  

 

視 点 2  児 童、 保 護者 の 学 校 教 育へ の関 心 や 理 解 が高 まっ て い る か 。  

 「選 択制 により 学校や 教育 に対す る関心 や理 解が高 まって いる か 」の

問いに 対し ては、 小・中 学校 の児童 生徒・ 保護 者とも に肯定 的 な 回答が

半数に 及ば ず、選 択制が 学校 や教育 に対す る関 心や理 解を高 めら れる機

会と必 ずし もなっ て いな いこ とが分 かる。 また 、選択 制利用 者 の 求める

情報と して 、学校 や教育 に関 する項 目が多 く選 択され ている こと から 、

児童生 徒や 保護者 が選択 制を 検討・ 利用す る際 に適切 な情報 提供 があれ

ば、学 校や 教育に 対する 関心 や理解 がより 高ま ること が 期待 でき る。  
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 同じ 問い に対し て小・ 中学 校教員 の肯定 的な 回答は 半数を 超え  特に

小学校 教員は 62 .4％）、児童 生徒 （・保 護 者 の回 答に 比べそ の割合 が高 い。

送り出 す側 や受け 入れる 側の 教員が 、実際 に児 童生徒 ・保護 者 が 選択制

を検討 ・利 用して いる 様 子を 見てい る中で 、結 果とし て学校 や教 育への

関心や 理解 を深め ている 状況 がある と感じ てい たと考 えられ る 。  

 

視 点 3  必 要な 情 報が 適 宜 適 切 に提 供で き て い る か。  

風 評 等 に よ る選 択が さ れ て い ない か。  

 学校 を決 めるに 当たっ ての 情報取 得方法 につ いて、 小・中 学校 の児童

生徒・保護 者と も に （「 家 族 ・知人・ 友人」との 回答が 6 割を超え 、こ れ

に比し て、公 的な 情 報取得 方法 である （「 保 護者 説明 会 （・学 校 公開 」「 学校

や市の ホー ムペー ジ 」な どの 割合は 高くな かっ た。  

 学校 を選 択する 際に求 めら れる情 報とし ては 、小 （・中 学校 の 児童 生徒 （・

保 護 者 とも に、（「 部 活動 の 状況」「授 業 や行事 の内 容」「 特 色ある 教育 活動

の内容」「卒 業生 の 進路状 況 」が いず れ も 上位 を占 めてい る。こ れらの 情

報は公 的な 方法で も十分 に取 得が可 能な内 容で あり、 公的な 方法 を通し

て必要 な情 報が十 分に得 られ ていな い こと が考 えられ る。そ の中 で令和

2 年度 から 小学校 で配布 され ている 「学校 選択 制 のご 案内」 の割 合が急

増して いる 。今後 、配布 時に 小学校 で説明 が行 うなど 「学校 選択 制 のご

案内」 の活 用の方 法を工 夫し 、必要 な情報 の有 効な提 供の手 段と してい

くこと が考 えられ る 。  

 選択 制度 の課題 として 「風 評等に よる選 択が 行われ ること 」と 回答し

た小・ 中学 校の児 童・保 護者 はとも に 30 .0%で あるの に対し 、小 ・中学

校教 員 は それ ぞ れ 64 .1%、 47 .6%と な って い て 、選 択 す る当 事 者 より 客

観的な 立場 の方が 風評等 によ る選択 を懸念 して いるこ とが分 かる 。  

 風評 等に よる選 択に対 する 懸念を 払拭す るに は、情 報源が 明確 で、正

しい情 報を 必要な とき 、 必要 なだけ 手軽に 得ら れる環 境を構 築し ていく

必要が ある 。その ために は 、 公的機 関であ る教 育委員 会 や学 校が 、児童

生徒や 保護 者にと って 必 要な 情報が 容易に 得ら れるよ う 、あ らゆ る 機会

を通じ て情 報のリ ソース につ いて ア ナウン ス し ていく ととも に 、 情報を

引き出 しや すい手 段や方 法を 工夫・ 改善し てい くこと が求め られ る 。  

  

視 点 4  特 色あ る 学校 づ く り の 取組 に繋 が っ て い るの か。  

 「選 択制 で中学 校 が活 性化 したか 」に対 して 、半数 以上の 中学 校教員

が「ど ちら とも言 えない 」と 答え、 残りの 「そ う思う 」「そう 思わ ない」

が半々 とい う状況 があり、（「 選 択 制 で 良かっ たと 感じる ことは ある か 」に

ついて もほ ぼ同じ ような 分布 になっ てい る こと から、 同じ傾 向の 問いに

対して 同じ ような 考えが 根底 にある と考え る。  
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 「そ う思 わない 」と答 えた 教員は 、学校 が活 性化し ていな いの ではな

く、選 択制 が学校 の活性 化に 必ずし も繋が って いない と考え たと 推察で

き、「ど ちら とも 言 えない 」も 同様に 見るこ とが できる 。  

 選択 制は、あく ま でも （ （「 子 ど もの個 性を伸 長す る」こ と を目的 とし て』

であり、「学 校の 活 性化 」「 特色 ある 学 校づく り」 は選択 制の結 果と して

副次的 に繋 がって くるも の で あると 考える 。  

 選択 制が 学校の システ ムに 制度と して組 み込 まれ て 20 年近 くが 経過

し、選 択制 そのも のが 日 常化 してい ること が 考 えられ 、その 背景 の中で

教員は 学校 現場で 「選択 制が 学校の 活性化 に繋 がって いる 」 と実 感でき

ないた め、「 そう 思 わない 」と 回答し たと推 察で きる。  

 しか し、 選択制 で自校 が選 択され た さ れな い）理 由につ いて 考察す

ること で、 その学 校の経 営や 教育活 動を振 り返 る指標 とする こと ができ

る。中学 校で は、選 択制 を 制度 として 受け入 れる だけで なく 、「 なぜ」を

問い、「 学校 の活 性 化」「特 色あ る学 校 づくり 」に 繋げて いく 教 員の 意識

改革が 重要 である と 考え る。  

 

視 点 5  学 校と 地 域と の 連 携 が 希薄 にな っ て い な いの か。  

 選択 制を 受け入 れてい る 中 学校の 教員で 「選 択制で 地域と の連 携が希

薄化す ると 思う」が 13 .4%、「思 わな い」が 63 .4%と答え 、多くの 教員 が

選択制 で地 域との 連携が 希薄 化して いない と 受 け取っ ている 。  

 また 、中 学生が 地域の 活動 ・行事 へ参加 して いる割 合は、 全般 的に少

ないが 、その 中で 選 択制利 用者 が指定 校在籍 者 を わずか に上回 って いる。 

これら のこ とから 、選択 制が要 因で 地域と の連 携が希 薄にな って いる

状況は ない と考え られる 。  

 

視 点 6  生 徒の 通 学路 の 安 全 に つい ては 確 保 さ れ てい るの か 。  

 （「 選 択 制 の 課題 」の問い に対 して、（「 子 ども の通 学上の 安全確 保 に 不安

がある」「通学 距離 が長く なり、子ど も の負担 がか かる」を 小 （・中 学 校 の

児童生 徒・ 保護者 、中学 校の 教員は 上位に あげ ている 。  

 実際 に、 通学時 間 は「 31 分 以上 」 は指定 校在 籍者 が 3 .5%に対 し、選

択制利 用者 が 17 .4%であ り、通 学時 に 公共交 通機 関利用 も指定 校在 籍者

が 2 .1%に 対し 、選 択制利 用者 が 23 .2%とな ってい て、「 通学距 離 が 長く

なり、 子ど もの負 担がか かる 」こと が裏付 けら れる。  

 また 、中 学校の 保護者 から 「近所 の子ど もと 一緒に 登下校 でき ないこ

とから 、安全 に不 安 がある」「災 害時 の 対応に 不安 がある 」などの 回答も

ある。  

 義務 教育 にとっ て 児童 生徒 の安全 確保 は 最優 先され るべき であ り 、選

択制で ある ために 生じる 、生 徒の通 学路の 安全 確保に 対して 具体 的な改

善策を 検討 するこ とが 求 めら れる。  
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ま と め （ 総 括評 価）  

〇  視点 4 で 述べ たよう に 、選択 制 が学校 のシ ステム に 制度 とし て組み

込まれて 20 年 近 くが経 過し 、選択 制その もの が児童 生徒 や 保護 者、

学校現 場で 確実に 定着し てき ている 。  

  ま た、視点 1 で述べ たよ うに、選択制 は今 回の調 査対象 のす べてか

ら多く の支 持が得 られて いる 。  

  こ れら のこと から 、 今後 も調布 市中学 校学 校選択 制 は継 続し て実施

してい くべ きと考 える。  

〇  選 択制 実施の 適正を 図る ために 、本ア ンケ ート調 査を定 期的 に実施

し、選 択制の 現状 の把握 、選択 制の 存続や 改善 の必要 性につ いて 検証

を行っ てい く必要 がある 。  

  そ の際 、視点 4 で述べた よう に、選択制 は本 来 （「 子 ど もの 個性 を伸

長する」こと を目的 として いる ことか ら、（「 選 択制 で 子ど もの 個 性の 伸

長が図 られ ている か 」と いう 視点で 検証す るこ とを 提 案する 。  

〇  選 択制 は定着 してい る 中 で、そ の結果 とし て、受 け入れ る中 学校側

で多少 の「 慣れ」 が見受 けら れる。  

視点 4 で述べ たよ うに 、中学 校では 、選択制 で自 校が選 択され た （ さ

れ ない ）理由 につ いて 考 察す ること で 、自 校の学 校経 営や教 育活 動を

振り返 る契 機とし 、「学校 の活性 化」「 特色あ る学 校づく り 」に 繋げて

いく管 理職 や教員 の意識 改革 をして いくこ とが 重要で ある 。  

また、視点 4 につ い ても （「 （ 選 択制 が ）特色あ る学 校づく りの 取 組に

繋がっ てい るのか 」では なく、「 （ 選 択制 を ）特色 ある 学校づ くり の取

組に繋 げて いるの か 」と いう主 体的 な視点 で検 証して いく 必 要が ある。 

〇  視 点３ で述べ たよう に 、児 童生 徒 や保護 者が 風評等 による こと なく 、

正 し い 情 報 に 基 づ い て 学 校 を 選 択 で き る よ う 、 教 育 委 員 会 や 学 校 が 、

児童生 徒や 保護者 にとっ て必 要な情 報が容 易に 得られ るよう 、あら ゆ

る機会 を通 じて情 報のリ ソー スにつ いてア ナウ ンスす るとと もに 、 情

報を引 き出 しやす い 手段 や方 法をさ らに工 夫・改 善し ていく こと が 喫

緊の課 題と 言える 。  

〇  視 点６ では通 学路 の 安全 確保の 具体的 な改 善策の 検討に つい て 述べ

たが、本 アンケ ー トの 回 答の 中で選 択制に つい ての 課 題や改 善に つい

ての指 摘や 提案が あった 。教育委 員 会 や学 校は これら を真摯 に受 け止

め、内容を 十分 に 精査し た上 で、選 択制の 改善 や説明 責任 に 取り 組ん

でいく こと が 求め られる 。  

以上  


